
　

不
適
切
な
支
出
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
政
務
活
動
費
。
全
国
的
に
は
、

都
道
府
県
議
会
や
多
く
の
市
議
会
で

は
支
給
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

町
村
議
会
で
は
支
給
さ
れ
な
い
議
会

の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
球
磨
村
議

会
に
も
政
務
活
動
費
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
球
磨
村
の
議
員
月
額
報
酬

は
、
22
万
３
千
円
で
、
夏
と
冬
に
、

月
額
の
約
1.5
倍
の
ボ
ー
ナ
ス
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
議
員
年
金
は
、
年
金

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
５
年
前
の
時
点

で
、
議
員
在
籍
12
年
に
達
し
て
い
な

い
議
員
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

近
頃
、
よ
く
質
問
さ
れ
ま
す
の

で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

          

多
武　

義
治

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

多 

武　

義 

治

副
委
員
長　
　
　

犬 

童　

勝 

則

委　
　

員　
　
　

小 

川　

俊 

治

委　
　

員　
　
　

髙 

澤　

康 

成

委　
　

員　
　
　

宮 

本　

宣 

彦

球磨川下り着舟場があった頃、乗客を待つ観光バス、
周辺には旅館や飲食店も多くあった（昭和30年代）

堤岩戸地区　岩戸　智
　堤岩戸地区は、昭和30年代の高度成長期には、戸数が32戸、人口約100人いましたが、急激
な人口減少により現在16戸、33人に減少しています。人口の減少は避けて通れませんが、地域
住民にとりましては、今後、安全で安心して暮らせる地域づくりが必要で、その為には、健康づくり
も大切であると思います。
　役場からのすすめもあり、地区内での健康教室に取り組み12年になります。
　職員の健康指導も大変すばらしく、国政、村政にふれながら、地域の問題など、あらゆる話題に
ふれ、笑顔が絶えない、なごやかな雰囲気の中でとても楽しい健康教室です。
　また、地区内には色々な趣味を持った人が多く、押花、パッチ、書道、囲碁、スポーツ等楽しみな
がら、趣味を生かした健康づくりもされています。
　さらに、国名勝の指定を受けた、神瀬石灰洞窟があり、洞内には神社が祭られ、縁結びの神様と
して広く知られています。
　近くに名水も湧き出ており、清流球磨川も流れ、人吉からの球磨川下りの着舟場として、明治
時代から昭和にかけて観光客で賑わっておりました。

　近年客数も減少していましたが、役場か
らの支援もあり、インターネットの普及に
より最近、観光客も増加しています。
　この様な、すばらしい自然環境を守り後
世に伝えて行くと共に、生涯現役を目指し
支え合い助け合いながら、共助の村づくり
に取り組んでまいりたいと思います。
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H27年度の決算を認定
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経営改善へ５項目の提言
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じ
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熊
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県
球
磨
郡
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磨
村
議
会

編
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会
広
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対
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特
別
委
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会

〒
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本
県
球
磨
郡
球
磨
村
大
字
渡
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地
TEL（

0966）
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0966）
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刷
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協
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印
刷

■球磨村世帯数1,534世帯　■人口3,904人　男：1,850人　女：2,054人（平成28年10月１日現在）

９月 11日に、球磨村分会対抗球技祭（男子ソフトボール、女子ミニバレー）
が総合運動公園と渡小学校体育館で行われ熱戦が展開されました。
９月 11日に、球磨村分会対抗球技祭（男子ソフトボール、女子ミニバレー）
が総合運動公園と渡小学校体育館で行われ熱戦が展開されました。
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９月
定例会補正予算２億8,271万円を可決

　

第
７
回
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比

率
の
報
告
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
５
件
、
条
例
改
正
２
件
、
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
及

び
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
３
件
、
人
事
関
係
３
件
、「
熊
本
地
震
の
復
旧
・
復
興
に
関

す
る
意
見
書
案
３
件
」
の
17
議
案
を
初
日
に
上
程
し
ま
し
た
。

　

決
算
認
定
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
委
員
会
で
の
質
疑
と
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
４
人
が
登
壇
し
、
各
種
施
策
や
行
政
課
題
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
14
日
に
は
、
当
初
上
程
の
全
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
を
認
定
、
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
の
７
日
は
、
ま

ず
６
月
定
例
会
以
降
の
諸
般
の

報
告
、
例
月
出
納
検
査
結
果
報

告
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

議
会
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
案
で
は
、
財
政
健

全
化
法
に
基
づ
く
財
政
の
健
全

性
を
判
断
す
る
比
率
に
つ
い
て
、

柳
詰
村
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、

平
成
27
年
度
の
財
政
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
収
支
不
足
比

率
い
ず
れ
の
比
率
も
基
準
を
下

回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
27
年
度
球
磨
村

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
４
件

の
決
算
認
定
の
上
程
後
、
豊
永

征
介
代
表
監
査
委
員
か
ら
決
算

審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
条
例
関
係
２
件
、

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
・
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
介
護

保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
関

係
３
件
、
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
推
薦
関
係
２
件
、
教
育
委

員
会
委
員
の
選
任
同
意
１
件
、

議
員
発
議
に
よ
る
熊
本
地
震
関

係
の
意
見
書
案
３
件
の
11
議
案

を
上
程
し
ま
し
た
。

　

12
日
に
、
４
人
の
議
員
が
登
壇
。

一
般
質
問
を
行
い
、
商
業
の
振
興
、

地
方
創
生
関
係
な
ど
執
行
部
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
７
頁
～

10
頁
に
掲
載
）

　

平
成
27
年
度
の
決
算
認
定
で
は
、

全
議
員
を
委
員
と
す
る
決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
さ
れ
た

全
決
算
の
認
定
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
、
４
頁
に
掲
載
）

　
最
終
日
の
14
日
に
は
、
平
成
27
年

度
球
磨
村
一
般
会
計
決
算
及
び
特
別

会
計
５
件
の
決
算
に
つ
い
て
、
髙
澤

委
員
長
が
決
算
特
別
委
員
会
の
結
果

を
報
告
、
賛
成
多
数
に
よ
り
い
ず
れ

も
認
定
し
ま
し
た
。

　
条
例
関
係
は
、
球
磨
村
税
条
例
の

改
正
で
、
自
動
車
を
取
得
す
る
際
の

「
自
動
車
取
得
税
」
を
廃
止
し
、
新
た

に
「
環
境
性
能
割
」
を
導
入
し
、「
軽

自
動
車
税
の
税
率
」
を
「
種
目
割
の

税
率
」へ
の
名
称
変
更
と
な
り
、ま
た
、

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
は
、

国
外
に
所
在
す
る
事
業
所
よ
り
国
内

で
支
払
を
受
け
る
利
子
及
び
配
当
に

係
る
所
得
を
国
民
健
康
保
険
税
の
所

得
割
の
所
得
へ
加
算
す
る
こ
と
と
な

り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
関
係
で
は
、
平
成
28
年

度
の
一
般
会
計
並
び
に
国
民
健
康
保

険
、
介
護
保
険
の
各
特
別
会
計
の
補

正
予
算
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
の
主
な
も
の
は
、
熊
本

地
震
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
に
よ
り

陳
情
関
係

一
般
質
問

予
算
関
係

議
会
特
別
委
員
会

予
算
関
係

契
約
関
係

人
事
関
係

平
成
27
年
度
決
算
認
定
含
む

　
　全
議
案
を
審
議
・
可
決

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
27
年
度
決
算
認
定
含
む

　
　全
議
案
を
審
議
・
可
決

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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被
災
し
た
地
域
再
生
す
る
た
め
の
「
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
委
託

料
、
県
の
球
磨
川
水
系
防
災
・
減
災
ソ

フ
ト
対
策
補
助
金
を
活
用
し
た
避
難
道

路
整
備
な
ど
の
工
事
請
負
費
で
２
８
２
，

７
１
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総

額
３
，
６
８
３
，
２
８
０
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
熊
本
地
震

関
連
の
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
」「
平
成
28
年
度

熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
係
る

特
別
な
財
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書
」、

「
行
政
庁
舎
等
再
建
に
つ
い
て
の
国
庫
補

助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
」
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
村
の
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
、
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

同
意
に
つ
い
て
、、
次
の
方
を
全
会
一
致

で
推
薦
及
び
選
任
同
意
し
ま
し
た
。

・
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
吉
田
智
子
さ
ん
（
茶
屋
地
区
）

・
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
犬
童
幸
子
さ
ん
（
楮
木
地
区
）

・
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　
小
川
孝
徳
さ
ん
（
小
川
地
区
）

議案等の審査結果

陳
情
関
係

一
般
質
問

予
算
関
係

議
会
特
別
委
員
会

予
算
関
係

契
約
関
係

人
事
関
係

日程 議案番号 件　　　　　名 結　果

第１ 報告第３号 平成２７年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について 報　　告

２ 認定第１号 平成２７年度球磨村一般会計決算の認定について 原案認定

３ 認定第２号 平成２７年度球磨村国民健康保険特別会計決算の認定につ
いて 原案認定

４ 認定第３号 平成２７年度球磨村後期高齢者医療特別会計決算の認定に
ついて 原案認定

５ 認定第４号 平成２７年度球磨村介護保険特別会計決算の認定について 原案認定

６ 認定第５号 平成２７年度球磨村簡易水道特別会計決算の認定について 原案認定

７ 議案第４１号 球磨村税条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

８ 議案第４２号 球磨村国民健康保険税の一部を改正する条例の一部を改正
する条例の制定について 原案可決

９ 議案第４３号 平成２８年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決

１０ 議案第４４号 平成２８年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

１１ 議案第４５号 平成２８年度球磨村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

１２ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意

１３ 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意

１４ 同意第２号 球磨村教育委員会委員の選任同意について 原案同意

１５ 発議第４号 被災者生活再建支援法の改正を求める意見書案 原案可決

１６ 発議第５号 平成２８年熊本地震からの復旧・復興に係る特別な財政措置
を求める意見書案 原案可決

１７ 発議第６号 行政庁舎等再建についての国庫補助制度の創設を求める意
見書案 原案可決
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平成 27年度の決算を認定
決算特別委員会　委員長　髙澤　康成

　平成 26年度の一般会計や特別会計を審査するため、議員全員で構成する決算審査特別委
員会を設置しました。委員長に髙澤康成議員、副委員長に嶽本孝司委員を選出し、９月８
日から９日までの２日間、決算書並びに関係資料を担当課の説明を求めながら審査しまし
た。なお、決算特別委員会でまとめた主な意見は次の通りです。
総務課
　①　平成 23年度からテレビ、インターネットのサービスが始まっているが、発足後５年
　　となると時効も考えられるので、不納欠損とならないように対策を講じられ、徴収に
　　努められたい。
　②　村が運営するコミュニティバスについては、利用客の状況に応じて便数などの検討
　　を行い、住民サービスに努めるとともに、費用対効果を高めるなど更なる利用促進に
　　つなげていただきたい。
税務課
　①　不納欠損の事務処理について、執行停止をかけて処理しているものがある。時効の可
　　能性もかんがみて税の公平さを考えるときに、徴収の可能性があれば、あらゆる対策を
　　とられたい。
企画振興課
　①　美しい村づくりの景観整備について、国道、県道等、草払い等して整備してあるが、
　　幹線道路から奥に入った村道等などしていないところがあるように見える。主旨から
　　考えれば、村道等の整備も必要と考える。
住民福祉課
　①　病児・病後児保育事業について、基準を満たしていない保育園についても、平等性
　　を考えると単独でも交付するように検討をお願いする。
健康衛生課
　①　医療費の増加が考えられるが、その対策として、訪問指導、ふれあいサロン、特定
　　健診を実施している。今後とも、積極的に訪問指導等行い、医療費の抑制に努められ
　　たい。
産業振興課
　①　産業振興対策補助事業において、実績がない事業がある。原因を検討すると共に、
　　要項・補助率の見直し等検討し、さらなる住民への周知を徹底されたい。
　②　有害獣駆被害対策については、生産者の意欲がなくならないよう事業創設の意義を
　　関係者において共有いただき、しっかりとした被害対策をお願いしたい。
建設課
　①　住民に最も身近な道路、公共施設の維持、補修については、迅速な対応をお願いする。
教員委員会
　①　教育環境を考えると、指導主事がいた方が望ましいので検討をお願いする。
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村民の足（コミュニティバス）

村道の草払い状況

一般会計 歳入（収入）一般会計 歳入（収入）
村　　　税 ………………
地方譲与税 ………………
地方消費税交付金　他 …
地方交付税 ………………
分担金及び負担金 ………
使用料及び手数料 ………
国庫支出金 ………………
県支出金 …………………
財産収入 …………………
寄　付　金 ………………
繰　入　金 ………………
繰　越　金 ………………
諸　収　入 ………………
村　　　債 ………………

計計 千円千円4,346,5614,346,561

239,484千円
36,630千円
77,365千円

2,017,070千円
18,458千円
31,923千円
350,756千円
380,727千円
135,673千円
2,583千円

221,048千円
446,962千円
29,692千円
358,190千円

239,484千円
36,630千円
77,365千円

2,017,070千円
18,458千円
31,923千円
350,756千円
380,727千円
135,673千円
2,583千円

221,048千円
446,962千円
29,692千円
358,190千円

議　会　費 ………………
総　務　費 ………………
民　生　費 ………………
衛　生　費 ………………
農林水産業費 ……………
商　工　費 ………………
土　木　費 ………………
消　防　費 ………………
教　育　費 ………………
災害復旧費 ………………
公　債　費 ………………
諸 支 出 費 ………………
予　備　費 ………………

計計 千円千円3,984,7883,984,788

60,292千円
1,268,693千円
806,772千円
228,695千円
373,314千円
11,872千円
413,601千円
127,603千円
206,003千円
64,190千円
423,753千円

0千円
0千円

一般会計 歳出（支出）一般会計 歳出（支出）■国民健康保険
　歳入 …………………
　歳出 …………………

■後期高齢者医療
　歳入 …………………
　歳出 …………………

■介護保険
　歳入 …………………
　歳出 …………………

■簡易水道
　歳入 …………………
　歳出 …………………

673,934千円
632,465千円

50,176千円
50,157千円

708,552千円
689,330千円

70,558千円
64,733千円

特 別 会 計特 別 会 計

平成 27 年度  決 算 状 況

地域を守る消防団
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農
家
の
所
得
向
上
に
結
び
つ
く
事
業
の
展
開
を

　
　
　
鹿
児
島
県
肝
付
町
を
行
政
視
察	

産
業
厚
生
常
任
委
員
長　
田
代　
利
一

肝付町役場で説明を受ける

　
肝
付
町
は
、「
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」

を
平
成
26
年
度
に
立
ち
上
げ
、
地
産
地

消
及
び
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
設
立
は
、
地
産
地
消
の
位

置
づ
け
を
確
認
す
る
た
め
地
産
地
消
推

進
会
議
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
、
更
に
、

中
高一貫
校
が
開
校
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
給
食
の
対
応
に
つ
い
て
の
検
討
が
行

全
体
で
の
地
域
生
産
、
地
域
消
費
へ
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー

を
通
し
、
①
毎
月
の
協
議
、
②
農
家
の

食
材
意
識
と
信
頼
関
係
、
③
生
産
者

サ
イ
ド
の
目
線
に
よ
る
安
心
・
安
全
な

食
材
の
提
供
、
④
登
録
制
度
を
設
け
生

産
体
制
の
確
立
（
現
状
：
登
録
す
る

農
家
が
少
な
い
状
況
）、
⑤
供
給
量
が

多
か
っ
た
場
合
の
テ
ス
ト
シ
ョッ
プ
等
の

方
法
で
販
売
す
る
体
制
な
ど
の
調
整
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
球
磨
村
に
お
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
と
土
地
利
用
の
促
進
及
び
後
継

者
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
農

家
の
現
状
を
調
査
し
、
生
産
物
の
把
握

と
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
①
村
独

自
の
中
間
調
整
機
関
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
、
②
受
委
託
事
業
の
促
進
及
び

土
地
利
用
集
積
の
た
め
、
県
農
業
公
社

（
農
地
中
間
管
理
機
構
）
と
連
携
し
、

農
地
の
貸
し
借
り
及
び
売
買
な
ど
の
農

地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
、

③
地
産
地
消
の
推
進
と
６
次
産
業
化
へ

わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
そ

の
目
的
は
、
①
地
域
の
需
要
に
対
応
し

た
農
林
水
産
物
等
の
安
定
的
な
供
給

体
制
の
確
立
、
②
学
校
給
食
等
に
お
け

る
地
域
の
農
林
水
産
物
等
の
利
用
促
進

で
す
。

　
町
内
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
、
果
樹
を

セ
ン
タ
ー
が
取
り
ま
と
め
て
購
入
、
そ

れ
以
外
の
食
材
（
水
産
物
、
加
工
品
、

調
味
料
等
）
は
学
校
が
直
接
取
引
し
、

町
内
産
が
な
い
場
合
ま
た
は
町
内
産
で

賄
い
き
れ
な
い
食
材
や
加
工
品
は
、
町

内
外
の
小
売
・
卸
売
業
者
、
学
校
給
食

会
、
民
間
専
門
業
者
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

　
町
内
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
農

家
全
戸
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

農
業
従
事
者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の

増
加
等
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
現
状
と

課
題
を
行
政
が
把
握
し
、
集
落
営
農

組
織
、
関
係
団
体
の
協
力
な
ど
の
対
策

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
育
交
流
の
促
進
の
た
め
に
は
、
町

の
取
り
組
み
を
行
政
が
主
導
し
て
行
く

こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

農
産
物
の
生
産
と
販
売
へ
の
支
援
、

村
内
で
の
流
通
の
確
保
、
安
心
安
全
な

食
材
を
提
供
し
、
球
磨
村
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
の
推
進
と
農
家
及
び
生
産

者
の
所
得
の
向
上
に
結
び
付
く
事
業
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
、
肝
付
町

視
察
研
修
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
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田 代　利 一 議員

一 般 質 問

長
屋（
集
合
住
宅
）が
良
い
の
で
は
な
い
か

今
年　

一
勝
地
区
に
４
棟
を
計
画　

長
屋
は
意
見
を
聞
い
て
検
討

答
［
質
問
事
項
］
１
．
商
業
の
振
興
に
つ
い
て

	

２
．
定
住
促
進
、住
宅
事
業
に
つ
い
て

	

３
．
産
業
振
興
に
つ
い
て

	

４
．
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

球磨中運動場横の住宅建設予定地

田
代
議
員　
一勝
地
に
店
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
。
例
え
ば
物
産
館
や
駅
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

金
栗
企
画
振
興
課
長　
大
手
ス
ー
パ
ー
と

連
携
し
て
、
た
く
さ
ん
の
品
目
を
そ
ろ
え

た
移
動
販
売
を
す
る
と
か
に
な
れ
ば
、
既

存
の
お
店
が
厳
し
く
な
る
。
慎
重
に
商
工

会
を
主
体
に
、一緒
に
な
っ
て
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

田
代
議
員　
物
産
館
か
わ
せ
み
の
赤
字
、

品
物
を
出
し
て
も
売
れ
な
い
と
聞
く
が
、

ど
う
思
う
か
。

柳
詰
村
長　

経
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
お
客
も
減
り
、
施
設
も
老
朽
化
し
修

繕
費
も
必
要
。
特
別
委
員
会
の
報
告
を
考

慮
し
、
ど
う
す
る
か
検
討
し
た
い
。

田
代
議
員　
物
産
館
と
買
い
物
弱
者
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
。

柳
詰
村
長　
委
託
料
を
２
割
か
ら
４
割

ぐ
ら
い
に
上
げ
る
と
か
し
た
ら
赤
字
に
は

な
ら
な
い
が
、
か
わ
せ
み
が
経
営
に
入
り

込
み
す
ぎ
て
い
た
。
一勝
地
地
域
の
商
店

を
全
体
的
に
見
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

田
代
議
員　
一勝
地
地
区
の
定
住
促
進
住

宅
の
計
画
に
つ
い
て
は
。

柳
詰
村
長　
旧
Ｊ
Ａ
の
育
苗
地
の
後
に
４

棟
を
計
画
し
て
い
る
。

田
代
議
員　
プ
レ
ハ
ブ
に
入
っ
て
い
る
牧

場
の
方
は
、
住
所
を
村
に
移
し
て
通
っ
て

お
ら
れ
る
が
。
残
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

す
る
に
は
。

柳
詰
村
長　
今
、
住
宅
に
い
る
人
は
、
青

年
団
活
動
や
郡
体
陸
上
と
か
に
参
加
さ
れ

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
な
る
べ
く
団

地
を
造
成
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

田
代
議
員　
今
後
の
住
宅
は
長
屋
（
集
合

住
宅
）
で
い
い
と
思
う
。
あ
ま
り
い
い
の

ば
っ
か
り
造
る
と
、
借
家
料
の
未
納
も
増

え
る
。

大
瀬
総
務
課
長　
村
は
66
棟
の
住
宅
を
管

理
し
て
い
る
。一勝
地
は
１
戸
建
て
の
予
定

で
進
め
て
い
る
が
、
今
後
、
長
屋
式
の
住

宅
に
つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た
要
望
や
需
要

が
あ
る
か
な
ど
見
極
め
な
が
ら
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

田
代
議
員　
沖
鶴
橋
の
上
流
、
河
川
の
土

砂
の
除
去
に
よ
る
廃
土
は
も
っ
た
い
な
い
。

渡
地
区
で
盛
土
を
す
れ
ば
宅
地
が
で
き
る
。

柳
詰
村
長　
宅
地
の
準
備
を
し
な
い
と

人
口
は
増
え
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
、

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

田
代
議
員　
畜
産
農
家
へ
の
補
助
は
た
く

さ
ん
出
さ
れ
て
い
る
が
、
畜
産
会
へ
の
指

導
は
。

永
椎
産
業
振
興
課
長　
畜
産
振
興
の
た
め

の
畜
産
会
で
あ
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進

め
た
い
。

柳
詰
村
長　

う
ま
く
運
営
が
で
き
る
よ

う
、
う
ま
く
ま
と
ま
っ
て
畜
産
の
振
興
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

田
代
議
員　
青
少
年
の
育
成
会
議
の
講
演

で
大
変
感
動
し
た
。
子
供
の
ス
ト
レ
ス
環

境
に
つ
い
て
、
ス
ト
レ
ス
時
の
サ
イ
ン
の

仕
方
と
か
、
ス
ト
レ
ス
の
段
階
な
ど
を
拝

見
し
た
。
早
め
に
保
護
者
向
け
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

瓜
生
教
育
課
長　
研
修
「
子
供
の
サ
イ
ン

へ
の
理
解
と
対
応
」
は
、
身
近
な
問
題
で

本
当
に
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と
の
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
今
後
、
早
め
に一
般
、
保

護
者
向
け
を
開
催
し
た
い
。
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髙 澤　康 成 議員

一 般 質 問

一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
を
経
営
再
建
す
る
に
は

後
が
な
い
と
い
う
覚
悟
で
努
力
し
て
い
く

答
［
質
問
事
項
］
１
．
小
学
校
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
へ
の
考
え
は
？

	
２
．
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
か
わ
せ
み
に
つ
い
て

髙
澤
議
員　
小
学
校
が
実
施
し
て
い
る
運

動
部
活
動
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
３
月
付

け
で
熊
本
県
教
育
委
員
会
か
ら
平
成
31
年

度
か
ら
社
会
体
育
へ
完
全
移
行
す
る
よ
う

通
達
が
あ
っ
て
い
る
。

　
社
会
体
育
移
行
の
意
義
と
効
果
に
つ
い

て
、
社
会
体
育
と
は
主
に
地
域
社
会
、
家

庭
等
で
行
う
体
育
活
動
と
考
え
ら
れ
、
総

合
型
地
位
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
各
種
競
技
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
団
体
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
で
の
活
動
で
あ
り
、
な

か
で
も
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
地
域
住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
形
態
で
あ
り
、
学
校
体

育
施
設
や
公
共
施
設
を
拠
点
と
し
な
が

ら
、
地
域
の
誰
も
が
参
加
す
る
事
が
可
能

で
あ
り
、
小
学
校
の
運
動
部
活
動
の
社
会

体
育
移
行
に
向
け
て
積
極
的
な
活
用
が
期

待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
指
導
者
を
積
極
的
に
発

掘
し
、
指
導
力
の
向
上
を
図
る
事
で
待
機

の
教
育
力
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
も
期

待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
村
の
現
状
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
は
、
移
行
の
受
け
皿

と
な
り
得
る
よ
う
な
組
織
で
あ
る
と
は
到

底
言
い
難
い
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

既
存
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
村
・
教
育
委
員
会

と
の
関
わ
り
方
に
お
い
て
良
好
な
関
係
で

あ
る
と
は
あ
ま
り
言
え
な
い
。

　
ま
た
、
移
行
に
お
け
る
行
政
・
教
育
委

員
会
・
学
校
・
保
護
者
・
指
導
者
が
ど
の

よ
う
な
立
ち
位
置
で
ど
の
よ
う
な
支
援

が
あ
る
か
、
全
く
見
え
て
こ
な
い
現
状

だ
。

　
理
想
と
現
実
が
か
け
離
れ
て
い
る
中

に
お
い
て
、
今
後
、
社
会
体
育
へ
の
移

行
を
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
か
。

友
尻
教
育
長　
教
育
委
員
会
が
方
針

を
持
っ
て
、
球
磨
村
の
実
態
等
、
考
慮

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
学
校
、
部
活

動
や
社
会
体
育
と
い
う
枠
組
み
で
は
な

く
、
地
域
が一つ
に
な
っ
て
子
供
達
の
安

心
安
全
な
居
場
所
を
提
供
、
学
校
と

地
域
の
結
び
つ
き
を
深
め
地
域
の
大
人

が
見
守
り
、
育
て
て
い
く
環
境
を
整
備

す
る
事
が
大
事
で
あ
る
為
、
地
域
の
方
々

へ
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

髙
澤
議
員　
か
わ
せ
み
の
今
回
の
経
営
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
報
告
書
は
、
あ

る
程
度
踏
み
込
ん
だ
結
果
報
告
が
な
さ
れ

て
お
り
今
後
改
善
し
て
い
く
う
え
で
重
要

な
資
料
と
な
り
、
一
定
の
評
価
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

　
中
で
も
、
固
定
費
と
変
動
費
率
に
お
い

て
関
係
す
る
原
価
低
減
努
力
が
欠
如
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
指

摘
は
こ
れ
ま
で
も
再
三
、
議
会
で
言
わ
れ

て
き
た
事
だ
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
成

果
報
告
書
で
も
公
共
施
設
と
し
て一勝
地

交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
施
設
維
持
、
そ
の
他
、

約
１
，５
３
０
万
円
程
度
支
出
、
平
成
28

年
度
に
は
２
，０
０
０
万
円
を
増
資
し
て
お

り
、
公
的
資
金
投
入
す
る
根
拠
が
経
営
難

の
打
開
策
と
し
て
行
う
事
に
懸
念
を
示
す

と
こ
ろ
だ
。

　
財
務
体
質
強
化
の
提
言
で
指
定
管
理
委

託
料
の
増
額
が
あ
り
、
村
長
は
す
ぐ
委
託

料
の
増
額
の
考
え
を
議
会
へ
話
を
さ
れ
て

い
る
。

　
経
営
再
建
す
る
う
え
は
、
村
長
の
手
腕

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
村
長
の
考

え
と
今
後
の
改
善
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

柳
詰
村
長　

過
去
５
年
間
に
お
け
る
損

益
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
経
営
指
標

を
明
確
に
分
析
し
て
あ
り
一
般
企
業
で

は
、
倒
産
状
態
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
っ

た
。
売
上
減
少
か
ら
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
、
そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
悪
化
、
さ
ら
に

売
上
減
少
と
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。
後

が
な
い
覚
悟
で
今
後
地
元
食
材
を
使
っ
た

メ
ニュ
ー
、
原
価
率
の
目
標
設
定
と
実
践
、

組
織
面
で
は
縦
の
繋
が
り
を
横
に
広
げ
、

情
報
を
共
有
し
、
人
材
育
成
研
修
、
経
営

の
強
化
策
に
取
り
組
む
。

オープン 21年目を迎える「かわせみ」
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舟 戸　治 生 議員

一 般 質 問

山
を
生
か
し
た
地
域
振
興
は

法
正
林
化
に
取
組
ん
で
い
る

答
［
質
問
事
項
］
１
．
山
を
生
か
し
た
地
域
振
興
に
つ
い
て

	

２
．
農
産
物
に
つ
い
て

	

３
．
遊
休
農
地
、耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

	

4
．
伝
統
工
芸
の
伝
承
に
つ
い
て

	

5
．
竹
資
源
有
効
利
活
用
の
必
要
性
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

実の秋（大瀬地区）

軸
事
業
要
望
な
ど
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
予

算
と
し
て
再
三
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。

舟
戸
議
員　
農
産
物
に
つ
い
て
、
今
自
分

た
ち
の
米
の
よ
さ
、
風
土
や
歴
史
を
見
詰

め
直
し
環
境
に
配
慮
し
、
果
て
し
な
い
美

味
へ
の
追
求
を
す
べ
き
と
思
う
。

　
農
産
物
へ
の
栽
培
指
導
や
ブ
ラ
ン
ド
化

の
推
進
に
対
し
て
の
考
え
を
。

永
椎
産
業
振
興
課
長　
本
村
と
し
て
は
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
先
立
っ
て
基
本
と
な
る
生

産
作
物
の
全
体
量
の
底
上
げ
と
生
産
者
の

育
成
の
観
点
か
ら
奨
励
作
物
と
し
て
７
品

目
を
定
め
作
付
の
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
生
産
量
の
確

保
や
、
生
産
者
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
中

で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
な
る
よ
う
な
商
品
の

発
想
や
そ
の
生
産
技
術
が
養
わ
れ
て
い
く

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

舟
戸
議
員　
農
林
水
産
物
、
食
品
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
目
指
す
べ
き
姿
、
備
え
る
べ

き
要
素
に
つ
い
て
の
考
え
を
。

永
椎
産
業
振
興
課
長　
生
産
農
家
の
意
見

を
聞
く
の
が一番
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
、
受
け
皿

的
な
組
織
等
、
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

舟
戸
議
員　
村
内
の
耕
作
放
棄
地
、
遊
休

農
地
の
面
積
は
。

柳
詰
村
長　
平
成
27
年
度
の
農
業
委
員
会

の
調
査
に
よ
る
と
遊
休
農
地
が
22

ha
、
耕

作
放
棄
地
が
95

ha
と
な
っ
て
い
る
。

舟
戸
議
員　
こ
れ
か
ら
先
、
耕
作
放
棄
地

対
策
の
考
え
は
。

永
椎
産
業
振
興
課
長　
耕
作
放
棄
地
担

い
手
の
問
題
、
あ
る
い
は
農
地
の
貸
し
借

り
の
問
題
な
ど
、
人
と
農
地
の
問
題
に
つ

い
て
は
県
の
農
業
公
社
の
中
に
、
農
地
中

間
管
理
機
構
の
部
署
が
あ
る
。
村
、
あ
る

い
は
農
業
委
員
会
を
通
じ
て
意
見
を
集
約

し
、
問
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
。

舟
戸
議
員　
伝
統
工
芸
の
伝
承
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

柳
詰
村
長　
伝
統
工
芸
は
、
長
年
に
わ
た

り
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
技
術
や
技
が
用

い
ら
れ
た
工
芸
と
理
解
し
て
お
り
、
一
勝

地
曲
げ
は
、
球
磨
村
を
代
表
す
る
工
芸
品

と
認
識
し
て
い
る
。

　
伝
統
の
技
術
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い

く
か
い
ろ
い
ろ
な
手
段
が
あ
る
と
思
い
、

関
係
者
の
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
話
を
聞

き
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

舟
戸
議
員　
伝
統
工
芸
に
携
わ
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
の
多
く
は
技
術
を
身
に
つ
け
る

の
に
長
年
の
修
業
を
さ
れ
た
と
思
う
。

原
材
料
の
調
達
は
で
き
な
い
も
の
か
。

柳
詰
村
長　
今
の
と
こ
ろ
原
材
料
の
支
給

と
か
補
助
制
度
は
な
い
の
で
材
料
な
ど
の

援
助
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

舟
戸
議
員　
竹
は
地
上
植
物
の
中
で
、
成

長
が
早
く
、
３
年
で
成
長
が
完
了
す
る
。

環
境
保
全
と
か
、
地
域
の
活
性
化
、
里
山

再
生
な
ど
、
竹
資
源
有
効
活
用
の
必
要
性

と
有
効
性
に
つ
い
て
の
考
え
を
。

柳
詰
村
長　
竹
林
の
園
地
化
を
実
施
し
た

高
沢
地
区
で
、
タ
ケ
ノ
コ
を
中
心
と
し
た

地
域
資
源
を
地
域
住
民
み
ず
か
ら
利
活

用
、
流
通
さ
せ
、
仕
事
を
創
出
さ
せ
、
所

得
向
上
を
図
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り
入

れ
た
都
市
と
の
交
流
事
業
に
よ
り
、
過
疎

化
に
歯
ど
め
を
か
け
る
目
的
で
新
た
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

舟
戸
議
員　
山
を
生
か
し
た
地
域
振
興
に

つ
い
て
、
自
然
を
活
用
し
な
が
ら
守
る
こ

と
に
ど
の
よ
う
な
将
来
へ
の
見
通
し
を
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
自
然
の
大
切
さ
と

自
然
の
恵
み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
。

柳
詰
村
長　
山
村
で
あ
る
球
磨
村
に
と
っ

て
、
山
を
生
か
し
た
地
域
振
興
は
大
変
、

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
森
林
、

林
業
の
果
た
す
役
割
、
自
然
豊
か
な
恵
み

は
、私
た
ち
の
生
活
に
大
変
重
要
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
大
切
な
森
林
を
後
世
へ

引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
あ

り
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
法
正
林
化
に
よ

る
循
環
型
の
林
業
と
繰
り
返
し
の
間
伐
の

推
進
が
良
材
質
を
生
み
出
し
、
そ
れ
が

自
然
と
経
済
の
調
和
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

舟
戸
議
員　
法
正
林
化
の
状
況
、
そ
し
て

森
林
に
お
け
る
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
。

柳
詰
村
長　
法
正
林
化
は
、
今
年
で
４
年

目
と
な
る
。

　
獣
害
対
策
は
、
国
の
予
算
が
減
額
さ
れ

き
び
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
球
磨
郡
の
主
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小 川　俊 治 議員

一 般 質 問

避
難
所
の
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
で
の
対
応
は

水
害
軽
減
対
策
、
都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
の
中
で
検
討

答
［
質
問
事
項
］
１
．
球
磨
村
村
民
防
災
本
部
会
議
と
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
役
割

	
２
．
球
磨
村
村
民
防
災
活
動
基
本
方
針
作
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

	
３
．
避
難
所
施
設
の
拡
充

	
４
．
防
災
会
議
に
お
け
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

小
川
議
員　
球
磨
村
防
災
会
議
と
球
磨

村
村
民
防
災
会
議
の
関
連
と
役
割
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

柳
詰
村
長　
自
分
の
身
の
回
り
に
起
こ
り

得
る
自
然
災
害
に
怖
さ
を
認
識
し
、
対
応

策
や
解
決
策
を
話
し
合
っ
て
頂
く
場
を
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
と
位
置
づ
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
に
お
い
て
地
域
で
取
り
決
め
の
あ
っ
た

自
分
た
ち
の
地
域
で
で
き
る
こ
と
と
、
役

場
な
ど
関
係
機
関
に
問
題
解
決
を
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
ご
と
の
代
表
者
や
村
役
場
、
熊
本

県
、
国
土
交
通
省
、
そ
の
他
、
村
の
公
的

機
関
な
ど
と一堂
に
会
し
た
集
ま
り
を
本

部
会
議
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。

小
川
議
員　
村
防
災
会
議
と
村
民
防
災

会
議
が
あ
る
が
混
同
す
る
の
で
は
な
い

か
。
整
理
を
す
べ
き
。

大
瀬
総
務
課
長　

来
年
６
月
に
計
画
す

る
防
災
会
議
と
の
関
連
も
整
合
性
を
持
た

せ
、
内
容
も
含
め
再
検
討
す
る
。

小
川
議
員　
昨
年
12
月
発
足
の
村
民
防
災

会
議
は
活
動
基
本
方
針
策
定
ま
で
の
計
画

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
。

大
瀬
総
務
課
長　
近
い
う
ち
に
２
回
目
の

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
す
る
。
そ
の
間
、

ア
ン
ケ
ー
ト
等
も
お
願
い
し
な
が
ら
、
次

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
川
議
員　
地
域
に
は
自
主
防
災
組
織
が

あ
る
が
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
取

り
組
み
の
考
え
は
。

柳
詰
村
長　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
本
部
会
議

で
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
今
回
補
正
予

算
に
上
げ
て
い
る
都
市
防
災
総
合
推
進
事

業
で
、
来
年
度
か
ら
地
域
で
の
避
難
訓
練

や
避
難
予
防
訓
練
な
ど
行
い
た
い
。

小
川
議
員　
避
難
所
施
設
の
拡
充
に
つ
い

て
、
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面
で
も
必
要
な

も
の
が
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
計
画
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
か
。

柳
詰
村
長　
都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
の

計
画
の
中
で
、
避
難
所
の
整
備
、
公
園
の

整
備
、
備
蓄
倉
庫
の
整
備
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
設
置
、
防
火
水
槽
の
設
置
な
ど
の
事
業

も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

来
年
度
の
事
業
に
な
る
と
思
う
が
、

計
画
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

小
川
議
員　
本
年
は
台
風
の
上
陸

や
接
近
が
多
い
、
台
風
12
号
の
接

近
に
伴
い
、
球
磨
村
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

が
試
行
版
で
は
あ
る
が
初
め
て
運

用
さ
れ
た
感
想
は
。

柳
詰
村
長　
人
吉
市
、
国
土
交
通

省
、
熊
本
気
象
台
、
防
災
総
合
研

究
所
と
の
情
報
交
換
が
テ
レ
ビ
電

話
で
行
う
こ
と
が
出
来
大
変
勉
強

に
な
っ
た
。
今
後
、
必
要
な
機
器
の

整
備
や
情
報
収
集
を
行
い
、
防
災

本
部
会
議
か
ら
情
報
を
発
表
し
対

応
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
ろ
う

と
思
う
。

小
川
議
員　
今
回
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
で
の
運
用
対
応
レ
ベ
ル
は
ど
れ
く

ら
い
で
あ
っ
た
の
か
、
災
害
時
要
援

護
な
ど
の
避
難
情
報
に
つ
い
て
の
提

供
は
な
さ
れ
た
の
か
。

大
瀬
総
務
課
長　

レ
ベ
ル
２
で
対
応
は

予
防
的
避
難
の
勧
告
を
防
災
無
線
で
行
っ

た
。

假
屋
住
民
福
祉
課
長　
民
生
委
員
へ
の
情

報
提
供
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
社
会
的
施

設
の
千
寿
園
、
せ
せ
ら
ぎ
館
に
は
随
時
情

報
を
流
し
た
。

柳
詰
村
長　
避
難
に
つ
い
て
の
判
断
で
微

妙
な
線
引
き
の
所
も
あ
り
、
今
回
の
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
は
試
行
版
で
も
あ
り
検
討
を
重

ね
改
正
し
て
い
く
。

地域ごとに実施された防災会議
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一
勝
地
温
泉
「
か
わ
せ
み
」
は
、
平
成

８
年
に
オ
ー
プ
ン
し
今
年
で
21
年
目
に
な

り
、
近
年
で
は
深
刻
な
赤
字
経
営
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
一

勝
地
温
泉
「
か
わ
せ
み
」
の
経
営
の
あ
り

方
を
議
論
す
る
特
別
委
員
会
を
６
月
議
会

で
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
４
回
の

委
員
会
を
開
催
し
、
経
営
の
改
善
策
を
議

論
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
１
回
委
員
会
で
は
、
委
員
長
と
副
委

員
長
の
選
出
。

　
第
２
回
委
員
会
で
は
、
役
場
中
堅
職
員

で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
意

見
を
検
討
し
ま
し
た
。
特
に
、
料
理
や
接

客
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。

　
第
３
回
委
員
会
で
は
、
か
わ
せ
み
で
働

く
従
業
員
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
意
見
で

は
営
業
力
不
足
に
よ
る
経
営
の
悪
化
を
心

配
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
４
回
委
員
会
の
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
報
告
書
で
は
、「
従
業
員
の
給
与
に
対

す
る
不
満
が
最
も
大
き
く
、
こ
れ
に
よ
り

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
、
サ
ー
ビ

ス
の
悪
化
を
招
き
、
売
上
減
少
と
い
っ
た

悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
温
泉
部
門
で
は
、「
泉
質
は
評

判
が
よ
く
こ
の
強
み
を
前
面
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
新
規
客
の
増
加
を
図
る
こ
と
」
や
、

宿
泊
部
門
で
は
、「
現
在
の
客
室
稼
働
率

50
％
を
80
％
に
上
げ
る
こ
と
」
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
は
、「
メ

ニ
ュ
ー
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
地
元
食
材

を
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
を
前
面
打
ち

出
す
こ
と
で
、
損
益
分
岐
点
を
下
回
る
原

価
率
35
％
は
可
能
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
物
産
館
部
門
で
は
、
大
き
な
赤
字

を
作
り
出
し
て
い
る
た
め
、
条
件
に
よ
り
経

営
を
切
り
離
す
よ
う
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
も
大
切
な
こ
と
と
し
て
「
現

状
の
不
満
は
大
き
く
組
織
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
機
能
し
て
い
な
い
。
現
状
の
ま
ま
で
、

い
く
ら
改
革
の
絵
図
面
を
描
い
て
も
成
功

す
る
と
は
考
え
に
く
い
」
と
指
摘
し
、「
大

胆
な
組
織
改
革
を
断
行
し
て
、
や
る
気
と

能
力
が
最
大
引
出
さ
れ
る
手
法
が
必
要
と

さ
れ
、
大
き
な
飛
躍
を
勝
ち
得
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
と
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
踏
ま

え
、
次
の
５
点
を
提
言
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

１　
働
く
全
て
の
人
が
、
接
客
技
術
を
身

　
　
に
つ
け
実
践
す
る
。

２　
取
締
役
は
じ
め
働
く一人
ひ
と
り
が
、

　
　
営
業
意
識
を
常
に
持
つ
。

３　
球
磨
村
の
食
材
を
使
っ
た
か
わ
せ
み

　
　
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
料
理
の
開
発
。

４　
評
判
の
よ
い
温
泉
の
泉
質
を
具
体
的

　
　
に
Ｐ
Ｒ
。

５　
取
締
役
会
の
あ
り
方
を
検
討
。

　
ま
ず
、
働
く
人
が
、
接
客
技
術
を
身
に

つ
け
実
践
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
、
最

も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
、
最
も
む

づ
か
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

絶
対
必
要
な
こ
と
で
徹
底
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。
ま
た
、
営
業
意
識
を
常
に
持

つ
こ
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
住
ん
で
い
る
地

域
で
宴
会
な
ど
か
わ
せ
み
利
用
を
Ｐ
Ｒ
す

る
な
り
、
一
人
ひ
と
り
が
、
足
元
か
ら
の

営
業
を
始
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
売
上
増
加
を

図
る
た
め
に
は
、
か
わ
せ
み
で
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
料
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
地

元
食
材
を
使
っ
た
、
美
味
し
く
、
球
磨
村

ら
し
さ
の
あ
る
“
一
品
”
の
開
発
が
望
ま

れ
ま
す
。

　
次
に
、
か
わ
せ
み
の
現
在
の
取
締
役
は

６
人
で
、
う
ち
２
人
は
役
場
課
長
が
充
て

職
と
し
て
就
任
し
て
い
ま
す
。
職
員
が
責

任
あ
る
取
締
役
に
な
る
こ
と
は
、
望
ま
し

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
全
て
の
取
締
役
が

役
場
関
係
者
で
は
な
く
、
民
間
か
ら
の
考

え
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
、
経
営
安
定
化

の
た
め
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
か
わ
せ
み
の
経
営
改
善
に
関

し
、
や
る
べ
き
道
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

あ
き
ら
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
改
善

策
と
し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
が
転
が
っ

て
い
ま
す
。

　
後
は
、
本
気
で
や
る
か
や
ら
な
い
か
に

懸
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
福
祉

の
拠
点
で
も
あ
る
か
わ
せ
み
が
発
展
す
る

こ
と
を
願
い
、
委
員
長
報
告
と
し
ま
す
。

経
営
改
善
へ
５
項
目
の
提
言

一
勝
地
温
泉
「
か
わ
せ
み
」
の
経
営
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
特
別
委
員
会
報
告

委
員
長　
多
武　
義
治　
　
　

オープン 21年目を迎える「かわせみ」

（
抜

粋
）
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不
適
切
な
支
出
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
政
務
活
動
費
。
全
国
的
に
は
、

都
道
府
県
議
会
や
多
く
の
市
議
会
で

は
支
給
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

町
村
議
会
で
は
支
給
さ
れ
な
い
議
会

の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
球
磨
村
議

会
に
も
政
務
活
動
費
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
球
磨
村
の
議
員
月
額
報
酬

は
、
22
万
３
千
円
で
、
夏
と
冬
に
、

月
額
の
約
1.5
倍
の
ボ
ー
ナ
ス
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
議
員
年
金
は
、
年
金

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
５
年
前
の
時
点

で
、
議
員
在
籍
12
年
に
達
し
て
い
な

い
議
員
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

近
頃
、
よ
く
質
問
さ
れ
ま
す
の

で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

          

多
武　

義
治

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

多 

武　

義 

治

副
委
員
長　
　
　

犬 

童　

勝 

則

委　
　

員　
　
　

小 

川　

俊 

治

委　
　

員　
　
　

髙 

澤　

康 

成

委　
　

員　
　
　

宮 

本　

宣 

彦

球磨川下り着舟場があった頃、乗客を待つ観光バス、
周辺には旅館や飲食店も多くあった（昭和30年代）

堤岩戸地区　岩戸　智
　堤岩戸地区は、昭和30年代の高度成長期には、戸数が32戸、人口約100人いましたが、急激
な人口減少により現在16戸、33人に減少しています。人口の減少は避けて通れませんが、地域
住民にとりましては、今後、安全で安心して暮らせる地域づくりが必要で、その為には、健康づくり
も大切であると思います。
　役場からのすすめもあり、地区内での健康教室に取り組み12年になります。
　職員の健康指導も大変すばらしく、国政、村政にふれながら、地域の問題など、あらゆる話題に
ふれ、笑顔が絶えない、なごやかな雰囲気の中でとても楽しい健康教室です。
　また、地区内には色々な趣味を持った人が多く、押花、パッチ、書道、囲碁、スポーツ等楽しみな
がら、趣味を生かした健康づくりもされています。
　さらに、国名勝の指定を受けた、神瀬石灰洞窟があり、洞内には神社が祭られ、縁結びの神様と
して広く知られています。
　近くに名水も湧き出ており、清流球磨川も流れ、人吉からの球磨川下りの着舟場として、明治
時代から昭和にかけて観光客で賑わっておりました。

　近年客数も減少していましたが、役場か
らの支援もあり、インターネットの普及に
より最近、観光客も増加しています。
　この様な、すばらしい自然環境を守り後
世に伝えて行くと共に、生涯現役を目指し
支え合い助け合いながら、共助の村づくり
に取り組んでまいりたいと思います。
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■球磨村世帯数1,534世帯　■人口3,904人　男：1,850人　女：2,054人（平成28年10月１日現在）

９月 11日に、球磨村分会対抗球技祭（男子ソフトボール、女子ミニバレー）
が総合運動公園と渡小学校体育館で行われ熱戦が展開されました。
９月 11日に、球磨村分会対抗球技祭（男子ソフトボール、女子ミニバレー）
が総合運動公園と渡小学校体育館で行われ熱戦が展開されました。


